
（資料 1）適応障害について 

適応障害（てきおうしょうがい） 

 

日常生活の中で、何かのストレスが原因となって心身のバランスが崩れて社会生活に支障

が生じたもの。原因が明確でそれに対して過剰な反応が起こった状態をいう。 

日常生活の中で起こった出来事や環境に対してうまく対処できず、心身に様々な症状が現

れて社会生活に支障をきたす状態をいいます。ストレスの原因が明確であることが定義上重

要となります。 

症状はゆううつな気分、不安感、頭痛、不眠など、人によって様々ですが、仕事や学業などを

続けたり、対人関係や社会生活を続けることに問題のある状態となります。これらは一般的に

は正常な人にも現れる症状ですが、適応障害の場合はそれを超えた過敏な状態となります。 

治療にはまず原因となっているストレスを軽減し、心理的に回復させることが必要です。ま

た、場合によっては薬物療法が必要なこともあります。 

 

（出典：厚生労働省 生活習慣病予防のための健康情報サイト ｅ－ヘルスネット） 

https://www.e-healthnet.mhlw.go.jp/information/dictionary/heart/yk-

041.html（2023 年 3 月 15 日取得） 


